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は「筑波大学から宇宙ミッションを」 がテーマ。本学、宇宙航空開発研究機構（ＪＡＸＡ） 、産業技術総合研究所（ ＩＳＴ）などで行われている宇宙に関連した幅広い分野の研究を紹介することで相互の交流を深めることを目的としている。　「はやぶさ小惑星探査機の深宇宙走破」 は、はやぶさに搭載された独自のエンジンである「イオンエンジン」を開発したＪＡＸＡの宇宙科学研究所の國中均教授が講演した。構想から実証・性能達成まで
10年も












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































般視聴者からの意 もあわせて紹介。 「細かい地名を加えるべき」 、 「プライバシーを意識するより、とにかく現状を伝えてほしい」といった声があったという。 「災害時の放送と通常放送とではプライオリティー （優先事項） が変わてくる。人命を守るための災害放送は『視聴者に確実に伝わり、行動を促し予断を与えない 』であるべき」と話した。　
災害時に自動的に電源が






















































初めて、母校で講演をさせて頂きました。久々に多くの後輩たちと会い、私が学生だっ 頃の気持ちを思い出しました。緑に囲まれ友人達と過ごした４年間は、かけがえのない時間です。今振り返ると、銀行でも、タリーズコーヒーを立 上げる時も、そして政治家になった今でも 私の礎となっています。　
皆さんの中でまだ目的









ました。財務を べ、経営者と直接話すことが出来る。起業を目指す私にとって非常に勉強になる場所でした。銀行時代、友人の結婚式で行ったボストンでスペシャルティコーヒー 出会いした。あまりの美味 さに 「日本にも伝えたい！」という思いで米国と 交渉を続け、日本での経営権を得るに至りまし 。コネも資金もなく、必死で開業資金 工面し、それこそ店に何日も泊り込んでがむしゃらに働きました。お客さまの美味し
活。私たちにとって高級食材のウニですが、現地ではウニや生魚を食べる習慣すらなく、気持ち悪いと思われていまし 。文化の違いを知ったと同時に日本の良さを知ってほしい、互いの文化を理解し尊重することで、国境を越えても仲良くなれるという強い思 から『文化の懸け橋』になりたいという人生最大の目的を持つようになりました。その目的を達成するためにも、単身日本 戻り筑波大学へ入学しました。　
海外生活が長かった私


























































が、夢ならある それは、何処に行けば、どのようすれば、叶えられると定められたたぐいではない 、自分以外の誰かが得をす崇高な願望でもない。ど、私はそ を必死で追い求めよう。針のない羅針盤では東西南北もわからない。けれども、常に「上」だけは目指している。　
観念的と笑われようが、







































































































































































































































































を観察できるコーナーや、ＤＮＡのビーズストラップやカブトムシ・動物細胞などのクラフ を作成すコーナーがあった。顕微鏡のコーナーでは子供たちが食い入るように顕微鏡を覗き込み、クラフトコーナーでは子供から大人ま 工作に熱中して た。
体芸カフェ
五榜の掲示 や 百科全書 も」「「 」
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り、北条地区の情報を得たり周辺地域の特産品を購入したりできる。また、明治末期に作られた蔵を利用した店舗も注目だ。一階のカフェでは、街づくり振興会と本学生の共同開発 生まれた「北条米スクリーム」を食べることができる。これは地元特産品の北条米を利用した、もちもちとした独特の食感を楽しめるアイスクリームだ。暖かい季節はもちろん こと 寒い時でも暖かい店内で溶かしながら食べる楽しみを味わえるだろう。　
岩崎屋を出たら、北条商
店街の雰囲気を感じながら東へ進んでみよ 商店街には昔ながらの土蔵が点在し、中には宮本家住宅や旧矢中家住宅など、国 登録文化財に登録されてい 建物も見ることができる。また途中には日本の道百選に選ばれている、筑波山神社
への参拝道「つくば道」の入り口と道標がある。　
商店街を進んだところに






























道」 に着く。 「ラーメン街道」の響きにも惹かれるが、時間はお昼前。空腹でもないため、科学万博記念公園へ向け、再び自転車をこぐことにし 。　
自転車をこぐこと
10分ほ













う。早速食券を購入。待っていると、すぐにラーメンが出てきた。麺は中ぐらいの太さで、味はややこってりと言ったところだろうか。 「ＴＸがで てから娯楽施設が増え、それに伴いラーメン屋が増え 」 。 ラーメンを食べな ら店員 話していると、つくば市やサイエンス大通りの歴史に触れることもできる。空腹も手伝い、あっと う間にラーメンを平らげた。こってりとしているが、胃がもたれず、評価の高さの理由を感じるこ ができた。　
さて、満腹になり帰路に
着く。行きには気づかなかったが、研究所があちこちにある。田舎道に見えるが、サイエンス大通りには確かに科学が存在する。自転車をこぐと再び腹が空く。また「ラーメン街道」を訪れるか……。次はどのラーメンを食べようか。






























































































































































































































































































































































































































































































４連勝し、上位 キープしていたものの、 出耒田敬 （体専２年）の故障をきっかけにチームの調子が下がり始め、連敗が目立つようになった。また、体力やコンディショニングにも課題残るリーグ戦となった。　
都澤凡夫監督（体育・教















の第３回戦。 ２回裏本学は、先頭打者の松浦昌平（体専２年）が安打で出塁。内野ゴロと川本真也（同）の安打の間に松浦が３塁に進む。このチャンスに川村卓監督 （体育 ・ 准教授） が取っ
分の力を出しきるチャンスを多くもらえる競技」と椿は話す。昔は得意なラ でトップになりたいという気持ちもあったが、今は だけの選手にはなりたくないという。 「スイム バイクも攻めて攻めて攻めぬき、全ての種目で上位に
なりたい。３種目が合わさった１つの競技としてのトライアスロンを勝負したいと思えるようになってきた」と語る。　
椿の今の課題はトータ
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かつて「白ロシア」と呼ばれていたこの国が日本で話題となる は、大体２パターンに限られています。それはチェルノブイリ原発事故の被害に関する話題か「欧州最後の独裁者」の異名をとる某大統領の話題。もちろん新聞を毎日隅々 で読んでいる方はこ 国がつい最近までロシアとの国家統合を目指していたことや、現在深刻な経済危機に陥っていることもご存知かもしれません。





















































































































































性リスクの軽減」 、 「漢字変換誤りの自動訂正」などの研究を発表。優勝と高校生賞を獲得した は「情報デザイン」をテーマに発表した埴生孝慈さん （図情１年）で、聞き手 引き込むプレゼン技術が評価された。企画団体のＴＧＮ（つくば院生ネットワーク）代表の石田尚さん （社シス２年） は、本学の学術的な風土を生かす学園祭企画の少なさに問題意識を持ち、学研企画の増加に尽力した。 「プレゼ
なっている言葉を書いて松美池を走った。　
本戦は学生がレディー・









































































いた。 この道具は 「ソーラークッカー」と呼ばれ、太陽光だけで調理をすることが出来る。地球環境科学をキーワードに市民と研究機関をつなぐ団体「ジオネットつくば」のＯＢ ・ ＯＧが、ソーラークッカ を使って調理した食品を販売していた。　
フライパンに触ると、電














































































































































１年。親しみを持てる編集長を目指して振る舞ってきました しかし、それが行き過ぎて、 最近 「編集長の威厳」がなくなってきてしまい 部員は僕の言う通りに原稿を直し くれない、指示を出してもイヤホンに遮られて声が届かない。　
組織のトップに立つ者





お祭りムードに編集室の中にも緩んだ空気が。 「みんな気を引き締め……」と言いかけたところにドレスを着た２人の美女（？）が。１人はＡさん、そしてもう１人は、栗色の髪にレー 付きの黒いドレスに身を包んだＮ宮君。あまりの変貌ぶりに今日はいいかと思ってしまいました。僕の威厳はいつになったら取 戻せるのでしょうか
（編集
長・西川大照＝社会学類）
次号は
12???
発行予定です
（月）
「 」
